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≪元気な高齢者≫
◎生きがい、社会参加事業

・高齢者バス料金助成事業
・高齢者温泉利用助成事業
・敬老祝品贈呈
・老人クラブ
・シルバー人材センター
・ＣＯＭカレッジ１１０美深大学
・いきいきサロン（社協主催） ≪病気の予防や治療≫
・各自治会サロン　　　　など ◎保健事業

　・健康相談、栄養相談、健康診査、
　　がん検診、健康教育、訪問指導　など

≪介護保険給付対象サービス≫

◎予防給付（要支援認定者（要支援１・２）に対する給付対象サービス）

　○介護予防サービス

　　・訪問看護　・訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ　・居宅療養管理指導　・通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ　・短期入所生活介護

　　・福祉用具貸与　・特定施設入所者生活介護　・特定福祉用具販売　・住宅改修　・訪問入浴介護

　　・短期入所療養介護

　○地域密着型介護予防サービス

　　・認知症対応型通所介護　・小規模多機能型居宅介護　・認知症対応型共同生活介護

　○介護予防支援（ケアプラン作成）

◎介護給付（要介護認定者（要介護１～５）に対する給付対象サービス）

　○居宅サービス

　　・訪問介護　・訪問看護　・訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ　居宅療養管理指導　・通所介護　・通所ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

　　・短期入所生活介護　・福祉用具貸与　・特定施設入所者生活介護　・特定福祉用具販売　・住宅改修

　　・訪問入浴介護　・短期入所療養介護

　○施設サービス

　　・介護老人福祉施設　・介護老人保健施設　・介護療養型医療施設　・介護医療院

　○地域密着型サービス

　　・認知症対応型通所介護　・小規模多機能型居宅介護　・認知症対応型共同生活介護

　　・地域密着型通所介護　・定期巡回随時対応型訪問介護看護　・夜間対応型訪問介護

　　・地域密着型特定施設入居者生活介護　・地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護

　　・看護小規模多機能型居宅介護

　○居宅介護支援（ケアプラン作成）

≪地域支援事業≫

◎介護予防・日常生活支援総合事業
　　・第１号訪問事業（訪問型サービス）　・第１号通所事業（通所型サービス）

　　・第１号生活支援事業（その他生活支援サービス）

　　・第１号介護予防支援事業（介護予防ケアマネジメント）

◎一般介護予防事業
　　・介護予防把握事業　・介護予防普及啓発事業　・地域介護予防活動支援事業

　　・一般介護予防事業評価事業　・地域リハビリテーション活動支援事業

◎包括的支援事業
　　・総合相談支援・権利擁護事業　・包括的・継続的ケアマネジメント支援事業

　　・在宅医療・介護連携推進事業　・生活支援体制整備事業　・認知症総合支援事業

◎任意事業

　　・介護給付費適正化事業　・家族介護支援事業　・成年後見制度利用支援事業

　　・地域自立生活支援事業

　・入浴サービス
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　・緊急通報装置設置事業

美深町の高齢者保健医療福祉介護サービス概要

　 （　　　　　　　　　　高齢者保健福祉計画　・　　　　　　　   介護保険事業計画）

　・要介護者等生活支援短期宿泊事業
　・要介護者等移送サービス事業

　・除雪サービス事業

≪福祉事業として実施のサービス≫
　・外出支援サービス事業

第４章 サービスの整備
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第７期計画の実績を分析した上で、国及び道の基本指針、人口及び要介護認定者等 

の推計をもとに、必要なサービス量を確保できるよう事業見込量を推計しました。 

（※各事業の令和２年度実績数値は見込み値） 

 

(１) 居宅サービス・介護予防サービス 

① 訪問介護 

 ●事業概要 

  ホームヘルパーが居宅を訪問して、入浴、排泄、食事等の身体介護や調理、掃 

除などの生活援助を行います。 

●分析及び今後の取り組み 

町外にある有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅等の入所者が増加し 

たことにより全体の給付費が増加しています。 

町内には２箇所の指定事業所（社会福祉協議会、マイライフ）が、在宅や施設 

（ケアハウス、有料老人ホーム）入居者に対してサービスを提供しておりますが、 

ヘルパーの人材確保が課題であり、今後も関係事業所と協議しながらサービス提 

供体制の安定化に努めます。 

●実績及び計画                       (単位：回/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 (介護) １５，２６４ １６，８７８ １９，９２８ ３０，２１０ ３０，２１０ ３０，２１０ 

実 績 (介護) １６，０５１ １８，５１４ ２８，６６４    

実績率 (介護) １０５．２％ １０９．７％ １４３．８％    

［出典］地域包括ケア「見える化」システム 将来推計機能 
 
② 訪問看護 

 ●事業概要 

  看護師等が自宅を訪問して、療養上の支援や診療の補助を行います。 

 ●分析及び今後の取り組み 

 町内には１箇所の指定事業所（訪問看護ステーションきたいっしょ）があり、 

介護保険および医療保険の利用者がサービスを受けています。 

要支援２から要介護２までの利用者が多く、主治医の指示により看護師が定期 

的に訪問し服薬管理のほか入浴介助や皮膚治療など医療的ケアをすることで安定 

した健康状態で継続した在宅生活を送れることが期待できます。 

  ●実績及び計画                       (単位：回/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 
(介護) 

(予防) 

１，７０４ 

３８９ 

１，９３２ 

３８９ 

２，２６６ 

３８９ 

１，０７４ 

３７２ 

１，０７４ 

３７２ 

１，０７４ 

３７２ 

実 績 
(介護) 

(予防) 

１，３０４ 

３３４ 

１，３５１ 

２５８ 

１，０２７ 

３２８ 
   

実績率 
(介護) 

(予防) 

７６．５％ 

８５．９％ 

６９．９％ 

６６．３％ 

４５．３％ 

８４．３％ 
   

［出典］地域包括ケア「見える化」システム 将来推計機能 

第４章 サービスの整備 

１ 介護保険対象サービス 
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③ 訪問リハビリテーション 

●事業概要 

身体機能の維持回復及び日常生活の自立を助けるため、理学療法士や作業療法 

士等が居宅を訪問し必要なリハビリテーションを行います。 

●分析及び今後の取り組み 

町内に指定事業所はありませんが、平成２９年より名寄三愛病院が訪問リハビ 

リテーションの訪問地域を拡大したことで町内でもサービスが利用できるように 

なっています。 

医師の指示により在宅でリハビリテーションを行えることは通院や介助などの 

要介護（支援）認定者及び家族の負担が減り、身体機能の維持回復及び日常生活 

の自立を助けるためには必要なサービスです。 

●実績及び計画                       (単位：回/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 
(介護) 

(予防) 

－ 

－ 

－ 

 － 

－ 

 － 

６０２ 

３７２ 

６０２ 

３７２ 

６０２ 

３７２ 

実 績 
(介護) 

(予防) 

３１３ 

２０８ 

３０４ 

２４２ 

６０１ 

２６５ 
   

実績率 
(介護) 

(予防) 

 － ％ 

 － ％ 

 － ％ 

 － ％ 

 － ％ 

 － ％ 
   

［出典］地域包括ケア「見える化」システム 将来推計機能 

 

④ 居宅療養管理指導 

●事業概要 

医師や歯科医師、薬剤師等が、通院が困難な利用者の居宅を訪問し療養上の管 

理及び指導を行います。 

●分析及び今後の取り組み 

あ町内に指定事業所はありませんが、今後は町外にある有料老人ホームやサービ 

ス付き高齢者向け住宅等の入所者、町内に住所があり町外の家族のもとで生活し 

ている要介護（支援）認定者が利用することが想定されます。 

●実績及び計画                       (単位：人/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 
(介護) 

(予防) 

－ 

－ 

－ 

 － 

－ 

 － 

８４ 

２４ 

８４ 

２４ 

８４ 

２４ 

実 績 
(介護) 

(予防) 

８４ 

２４ 

９６ 

１２ 

８４ 

２４ 
   

実績率 
(介護) 

(予防) 

 － ％ 

 － ％ 

 － ％ 

 － ％ 

 － ％ 

 － ％ 
   

［出典］地域包括ケア「見える化」システム 将来推計機能 
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⑤ 通所介護 

●事業概要 

デイサービスセンターに通い、入浴、排泄、食事等の日常生活上の支援を受け 

「運動機能向上」や「栄養改善」等のサービスを組み合わせて利用し、生活機能 

の向上を図ります。 

●分析及び今後の取り組み 

町内にある指定事業所（デイサービスセンターふれあい）は平成２８年度より 

地域密着型通所介護へ移行され、平成２９年度からは要支援者に対する介護予防 

給付に関しても地域支援事業に移行されました。 

今後は、町外にある有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅等の入所者、 

町内に住所があり町外の家族のもとで生活している要介護認定者が利用すること 

が想定されます。 

●実績及び計画                       (単位：回/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 (介護) ３６０ ３６０ ３６０ ２０ ２０ ２０ 

実 績 (介護) ４２０ ４３２ ３６    

実績率 (介護) １１６．７％ １２０．０％ １０．０％    

［出典］地域包括ケア「見える化」システム 将来推計機能 

 

⑥ 通所リハビリテーション 

●事業概要 

介護老人保健施設や病院等に通い、身体機能の維持回復及び日常生活の自立を 

助けるため、理学療法士や作業療法士等が必要なリハビリテーションを行います。 

●分析及び今後の取り組み 

あああ町内に指定事業所はありませんが、訪問リハビリテーションや地域リハビリテ 

ああーション活動支援事業による理学療法士の訪問サービスを利用しています。 

今後も、町外にある有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅等の入所者、 

町内に住所があり町外の家族のもとで生活している要介護（支援）認定者が利用 

することが想定されます。 

●実績及び計画               (単位：上段 回/年 下段 人／年)  

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 
(介護) 

(予防) 

０ 

１２ 

０ 

１２ 

０ 

１２ 

５３ 

０ 

５３ 

０ 

５３ 

０ 

実 績 
(介護) 

(予防) 

６７ 

０ 

１２０ 

０ 

６７ 

０ 
   

実績率 
(介護) 

(予防) 

 － ％ 

 － ％ 

 － ％ 

 － ％ 

 － ％ 

 － ％ 
   

［出典］地域包括ケア「見える化」システム 将来推計機能 
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⑦ 短期入所生活介護 

●事業概要 

特別養護老人ホームに短期間入所し、入浴、排泄、食事等の介護や看護及びリ 

ハビリテーション等を行います。 

●分析及び今後の取り組み 

町内には 1箇所の指定事業所（特別養護老人ホーム併設）があり１日あたりの 

利用定員は１０名となっていますが、緊急時の利用や農繁期などの定期的な利用 

により利用件数は各年度で変動しています。 

小規模多機能型居宅介護事業所や認知症対応型共同生活介護事業所などの入居 

できる施設が充実したことにより長期利用者が減少したため給付実績は減少して 

いますが、要介護（支援）認定者及び家族が安心して在宅サービスを継続する上 

で重要なサービスです。 

●実績及び計画                         （単位：日/年） 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 
(介護) 

(予防) 

１，４２１ 

２４ 

１，７１７ 

２４ 

２，０１４ 

２４ 

９７９ 

０ 

９７９ 

０ 

９７９ 

０ 

実 績 
(介護) 

(予防) 

１，３４６ 

３０ 

１，５６４ 

１０ 

７８４ 

０ 
   

実績率 
(介護) 

(予防) 

９４．７％ 

１２５．０％ 

９１．１％ 

４１．７％ 

３８．９％ 

 ０％ 
   

［出典］地域包括ケア「見える化」システム 将来推計機能 

 

⑧ 福祉用具貸与 

●事業概要 

日常生活の自立や介護者の負担を軽減したり、リハビリテーションでの使用な 

どに車いす、特殊寝台、床ずれ防止用具、体位交換器、工事不要の手すりやスロ 

ープ、歩行器、歩行補助つえ、認知症老人徘徊感知機器、移動用リフト等の福祉 

用具の貸与を行います。 

●分析及び今後の取り組み 

要支援や要介護１～２の認定者は歩行器や歩行補助つえなど自立動作を補助す 

る用具の利用が多く、要介護３以上の認定者は車いすや特殊寝台など介護者の負 

担を軽減する用具の利用が多い傾向にあります。 

在宅での生活を維持するには重要なサービスであり、今後も認定者の自立の支 

援や、介護者の負担を軽減されることが期待されます。 

●実績及び計画                       （単位：人/年） 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 
(介護) 

(予防) 

６００ 

２６４ 

６１２ 

２７６ 

６２４ 

３１２ 

７２０ 

２５２ 

７２０ 

２５２ 

７２０ 

２５２ 

実 績 
(介護) 

(予防) 

６１２ 

２０４ 

６７２ 

２０４ 

７３２ 

２５２ 
   

実績率 
(介護) 

(予防) 

１０２．０％ 

７７．３％ 

１０９．８％ 

７３．９％ 

１１７．３％ 

８０．８％ 
   

［出典］地域包括ケア「見える化」システム 将来推計機能 
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⑨ 特定施設入居者生活介護 

●事業概要 

指定を受けた有料老人ホーム、サービス付き高齢者向け住宅やケアハウス等で、 

入浴、排泄、食事等の介護や日常生活上の世話、リハビリテーション等を行いま 

す。 

●分析及び今後の取り組み 

町外の施設に入居する要介護（支援）認定者が増加傾向にあり、息子（娘）等 

  の親類が住む市町村を希望する場合や入居までに日数がかからない札幌市や旭川 

市などの都市部にある施設に入居していることが要因と考えられます。 

町外の施設に入居した場合は住所地特例者となり、給付を含め介護保険に関す 

  ることは町で管轄する制度のため、今後も要介護（支援）認定者や家族のニーズ 

に対応するよう町外施設と調整していく必要があります。 

●実績及び計画                       （単位：人/年） 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 
(介護) 

(予防) 

９６ 

４８ 

９６ 

４８ 

９６ 

４８ 

６０ 

３６ 

６０ 

３６ 

６０ 

３６ 

実 績 
(介護) 

(予防) 

４８ 

３６ 

７２ 

２４ 

６０ 

３６ 
   

実績率 
(介護) 

(予防) 

５０．０％ 

７５．０％ 

７５．０％ 

５０．０％ 

６２．５％ 

７５．０％ 
   

［出典］地域包括ケア「見える化」システム 将来推計機能 

 

⑩ 特定福祉用具販売 

●事業概要 

貸与になじまない排泄や入浴などに利用される福祉用具（腰掛便座、特殊尿器、 

入浴補助用具等）を指定事業所から購入した場合に、一年度につき１０万円を上 

限に購入費を支給する制度で、一旦購入費を支払う必要がありますが、後日、９ 

割（所得に応じて８割または７割）を償還払いします。 

●分析及び今後の取り組み 

予防・介護給付を合わせると年に２０～３０件程度の利用があり、シャワーチ 

ェアーや浴槽台等の入浴補助用具を購入する要介護（支援）認定者が大半を占め 

ています。 

今後も認定者の状態に合った福祉用具購入を支援することで、在宅生活が維持 

され介護者の負担を軽減されることが期待されます。 

●実績及び計画                       （単位：人/年） 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 
(介護) 

(予防) 

１２ 

１２ 

１２ 

１２ 

１２ 

１２ 

１２ 

１２ 

１２ 

１２ 

１２ 

１２ 

実 績 
(介護) 

(予防) 

１２ 

１２ 

１２ 

１２ 

１２ 

１２ 
   

実績率 
(介護) 

(予防) 

１００．０％ 

１００．０％ 

１００．０％ 

１００．０％ 

１００．０％ 

１００．０％ 
   

［出典］地域包括ケア「見える化」システム 将来推計機能 
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⑪ 住宅改修 

●事業概要 

手すりの取り付け、段差の解消、床材の変更、扉の取替え、便器の取替え等の 

住宅改修を行った場合に、２０万円を上限に工事費を支給する制度で、一旦工事 

費用を支払う必要がありますが、後日、９割（所得に応じて８割または７割）を 

償還払いします。改修前には町の審査を受ける必要があります。 

●分析及び今後の取り組み 

あ予防・介護給付を合わせると年に２０～３０件程度の利用があり、玄関やトイ 

ああレ、浴室等の手すりの取り付けが半数以上で段差の解消や床材の変更などが年間、 

数件行われています。 

今後も認定者の状態に合った住宅改修を実施することで、在宅生活が維持され 

介護者の負担を軽減されることが期待されます。 

●実績及び計画                       （単位：人/年） 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 
(介護) 

(予防) 

２４ 

２４ 

２４ 

２４ 

２４ 

２４ 

１２ 

１２ 

１２ 

１２ 

１２ 

１２ 

実 績 
(介護) 

(予防) 

１２ 

１２ 

１２ 

１２ 

１２ 

１２ 
   

実績率 
(介護) 

(予防) 

５０．０％ 

５０．０％ 

５０．０％ 

５０．０％ 

５０．０％ 

５０．０％ 
   

［出典］地域包括ケア「見える化」システム 将来推計機能 

 

⑫ 居宅介護支援・介護予防支援 

●事業概要 

在宅サービスを利用するためには居宅介護（介護予防）サービス計画（ケアプ 

ラン）を作成する必要があり、居宅介護（介護予防）支援事業者が、本人や家族 

の希望によりサービスの内容や利用回数・日時等を在宅サービス事業所と調整し 

作成します。 

●分析及び今後の取り組み 

居宅介護支援事業所は町内に３箇所あり、各事業所２０～３０件程度の要介護 

認定者のケアプランを作成しており増加傾向にあります。２５件程度の要支援認 

定者については地域包括支援センターでケアプランを作成し、一部を介護予防支 

援事業所に委託しています。 

 今後も各事業所と連携しながら、要介護（支援）認定者が円滑に介護保険サー 

ビスを利用できるよう対応する必要があります。 

●実績及び計画                       （単位：人/年） 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 
(介護) 
(予防) 

１，１１６ 
３７２ 

１，１４０ 
４６８ 

１，１６４ 
５６４ 

１，２４８ 
３００ 

１，２４８ 
３００ 

１，２６０ 
３００ 

実 績 
(介護) 
(予防) 

１，００８ 
３１２ 

１，１２８ 
２８８ 

１，２４８ 
２８８ 

   

実績率 
(介護) 
(予防) 

９０．３％ 
８３．９％ 

９８．９％ 
６１．５％ 

１０７．２％ 
５１．１％ 

   

［出典］地域包括ケア「見える化」システム 将来推計機能 
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⑬ 訪問入浴介護 

●事業概要 

訪問入浴専用の浴槽を乗せた入浴車が自宅を訪問し、浴槽を自宅内に運び入れ 

入浴の介助を行います。 

●分析及び今後の取り組み 

町内に指定事業所はありませんが、町外にある有料老人ホームやサービス付き 

高齢者向け住宅等の入所者、町内に住所があり町外の家族のもとで生活している 

要介護認定者が利用することが想定されます。 

 

⑭ 短期入所療養介護 

●事業概要 

介護老人保健施設や医療機関に短期間入所し、入浴、排泄、食事等の介護や看 

護及びリハビリテーション等を行います。 

●分析及び今後の取り組み 

町内に１箇所の指定事業所（美深厚生病院併設）がありましたが、平成２９年 

１０月から休床となっているため、今後は町外の指定事業所を利用することが想 

定されます。 

 

(２) 地域密着型サービス・地域密着型介護予防サービス 

① 認知症対応型通所介護 

 ●事業概要 

  認知症の症状がある認定者がデイサービスセンターに通い、入浴、排泄、食事 

等の介護やリハビリテーション等を行います。 

●分析及び今後の取り組み 

町内に２箇所の指定事業所（デイサービスセンターやすらぎ、グループホーム 

びふか）があり、認知症の症状がある高齢者が増加しているため全体の給付費も 

増加しています。 

今後も認知症高齢者を支えるサービスとして重要であり、安心して在宅サービ 

スを継続できるよう要介護（支援）認定者及び家族のニーズに対応する必要があ 

ります。 

●実績及び計画                       (単位：回/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 
(介護) 

(予防) 

３，２２９ 

０ 

３，３９７ 

０ 

３，３６７ 

０ 

３，６２８ 

０ 

３，６２８ 

０ 

３，６２８ 

０ 

実 績 
(介護) 

(予防) 

２，２３９ 

０ 

２，７１１ 

０ 

３，０５４ 

０ 
   

実績率 
(介護) 

(予防) 

６９．３％ 

０．０％ 

７９．８％ 

０．０％ 

９０．７％ 

０．０％ 
   

［出典］地域包括ケア「見える化」システム 将来推計機能 
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② 小規模多機能型居宅介護 

 ●事業概要 

  「通い」を中心に「訪問介護」や「泊まり」を組み合わせ、心身の状況や希望 

に応じ入浴や排泄、食事等の介護や機能訓練等を行います。 

●分析及び今後の取り組み 

町内に１箇所の指定事業所（緑の大地緑生苑）が平成２５年９月に整備され、 

開設当初から継続利用者が多く毎月１５名程度の利用があり給付費も増加してい 

ます。 

長期的に利用できるサービスのため利用者ニーズが高く、今後も安定的なサー 

ビス提供が期待されます。 

●実績及び計画                       (単位：人/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 
(介護) 

(予防) 

２０４ 

１２ 

２０４ 

２４ 

２１６ 

２４ 

１９２ 

２４ 

１９２ 

２４ 

１９２ 

２４ 

実 績 
(介護) 

(予防) 

１６８ 

２４ 

１９２ 

１２ 

２０４ 

０ 
   

実績率 
(介護) 

(予防) 

８２．４％ 

２００．０％ 

９４．１％ 

５０．０％ 

９４．４％ 

０．０％ 
   

［出典］地域包括ケア「見える化」システム 将来推計機能 

 

③ 認知症対応型共同生活介護 

 ●事業概要 

あああ認知症の症状がある要介護（支援）認定者が少人数で共同生活をしながら、入 

浴、排泄、食事等の介護やその他の日常生活上の世話及びリハビリテーション等 

を受け、共同生活介護を行います。 

●分析及び今後の取り組み 

町内に２箇所の指定事業所（グループホームびふか、グループホーム清の里美 

深）がそれぞれ２ユニット（１ユニット９名）で運営を行っており、認知症の症 

状がある高齢者の増加により満床の状況になっています。 

今後も認知症高齢者を支えるサービスとして重要であり、入居希望者も多いこ 

とから第８期計画において１ユニットを追加整備するよう進めます。 

●実績及び計画                       (単位：人/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 
(介護) 

(予防) 

４０８ 

０ 

４０８ 

０ 

４０８ 

０ 

４９２ 

０ 

５１６ 

０ 

５４０ 

０ 

実 績 
(介護) 

(予防) 

３９６ 

０ 

３９６ 

０ 

４５６ 

０ 
   

実績率 
(介護) 

(予防) 

９７．１％ 

０．０％ 

９７．１％ 

０．０％ 

１１１．８％ 

０．０％ 
   

［出典］地域包括ケア「見える化」システム 将来推計機能 
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あ④ 地域密着型通所介護 

●事業概要 

デイサービスセンターに通い、入浴、排泄、食事等の日常生活上の支援を受け 

「運動機能向上」や「栄養改善」等のサービスを組み合わせて利用し、生活機能 

の向上を図ります。 

●分析及び今後の取り組み 

制度改正により平成２８年度から町内にある指定事業所（デイサービスセンタ 

  ーふれあい）が「通所介護」から「地域密着型通所介護」に移行され、予防給付 

については平成２９年度より地域支援事業に移行されています。 

在宅サービスの中でも利用希望者が多いサービスでしたが、認知症対応型通所 

  介護や小規模多機能型居宅介護などのサービスが整備され、「通い」のサービスを 

  利用者が選択できるようになったため利用実績が横ばい傾向にあります。 

指定事業所は地域支援事業の要支援者及び事業対象者も受け入れていることか 

ら、予防から介護まで総合的なサービスとして重要であり、今後も利用者ニーズ 

に対応し安定的なサービス提供が期待されます。 

●実績及び計画                       (単位：回/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 (介護) ２，０９９ ２，１８２ ２，２６４ １，３２０ １，３２０ １，３２０ 

実 績 (介護) １，６２０ １，７７４ ７９２    

実績率 (介護) ７７．２％ ８１．３％ ３５．０％    

［出典］地域包括ケア「見える化」システム 将来推計機能 

  

(３) 施設サービス  

① 介護老人福祉施設 

 ●事業概要 

あああ寝たきりや認知症のため常時介護が必要で、自宅での介護が困難な方が入所し、 

施設サービス計画に基づいて、入浴、排泄、食事等の日常生活の介護やリハビリ 

テーション、健康管理等を行う施設です。 

●分析及び今後の取り組み 

町内に１箇所の指定施設（美深町特別養護老人ホーム）があり入所定員５０名 

となっています。 

平成２７年４月からは入所の判定基準が要介護３以上となったことで、入所者 

の平均要介護度も高くなっています。また、緊急性や在宅生活の困難度等により 

定期的に入所の優先順位を判定してます。 

今後も在宅生活が困難な方の入所施設として必要性が高く、重要なサービスで 

すが施設が建設後３５年を経過し老朽化しており、防災の観点からも第９期計画 

での移設・建替えに向けて検討します。 
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●実績及び計画                       (単位：人/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 (介護) ６００ ６００ ６００ ６６０ ６６０ ６６０ 

実 績 (介護) ５４０ ５６４ ６６０    

実績率 (介護) ９０．０％ ９４．０％ １１０．０％    

［出典］地域包括ケア「見える化」システム 将来推計機能 

 

② 介護老人保健施設 

 ●事業概要 
ああ病気や怪我等の治療後、看護やリハビリテーション等を必要とする方が入所し、 
あ施設サービス計画に基づいて、医学的管理下において介護、看護、リハビリテー 

ション等を行う施設です。 
●分析及び今後の取り組み 
町内に介護老人保健施設は整備されていませんが、名寄市や旭川市などの町外 

施設に継続的に入所している要介護者がおり、今後も利用されることが見込まれ 
ます。 
●実績及び計画                       (単位：人/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 (介護) ８４ ８４ ８４ ３６ ３６ ３６ 

実 績 (介護) ４８ ３６ １２    

実績率 (介護) ５７．１％ ４２．９％ １４．３％    

［出典］地域包括ケア「見える化」システム 将来推計機能 

 

③ 介護療養型医療施設 

 ●事業概要 
長期にわたって療養が必要な方が入所し、施設サービス計画に基づいて療養上 

の管理、看護、医学的管理下における介護等の世話、リハビリテーション等を行 
う施設です。 
●分析及び今後の取り組み 

町内に１箇所の指定施設（美深厚生病院）があり入所定員１２名となっていま 
したが、平成２９年１０月から休床してます。介護療養型医療施設は平成２９年 
度で廃止され、今後は移行期間である令和５年度末までの利用となります。 

 

④ 介護医療院 

 ●事業概要 
あああ介護療養型医療施設の介護療養病床の受け皿として、平成３０年度に新たに創 
ああ設され、療養が必要な方が入所し、施設サービス計画に基づいて療養上の管理、 
ああ看護、医学的管理下における介護等の世話、リハビリテーション等を行う施設です。 

●分析及び今後の取り組み 
町内に介護医療院は整備されておらず、道内でも指定を受けている施設が少な 

いため利用実績はほとんどありません。今後、介護療養型医療施設の移行期間が 
終了する令和５年度以降に向けて利用が見込まれるか検討します。 

第４章 サービスの整備 
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団塊の世代が７５歳以上になる令和７年度に向け、地域支援事業の大幅な制度改正 

が行われ、本町においても平成２９年度から新しい介護予防・生活支援サービス事業 

が実施されています。美深町地域包括支援センターを拠点として、次の各種事業を実 

施しています。 

（※各事業の令和２年度実績数値は見込み値） 

 

(１) 介護予防・生活支援サービス事業 

① 第１号訪問事業 

（訪問型サービス） 

●事業概要 

  ホームヘルパーが居宅を訪問して、入浴、排泄、食事等の身体介護や調理、掃 

除等の生活援助を行います。 

●分析及び今後の取り組み 

予防訪問介護サービスが平成２９年度に地域支援事業へ移行され、要支援者及 

び事業対象者に対して訪問介護サービスと同様のサービスが提供されています。 

今後は関係団体等と協議し、利用者のニーズに対応したサービス内容を検討し、 

新たな体制整備について検討します。 

●実績及び計画                       (単位：人/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 延人数 ３００ ３００ ３００ １９２ １９２ １９２ 

実 績 延人数 ２６４ １９２ １９２    

実績率 延人数 ８８．０％ ６４．０％ ６４．０％    

［出典］地域包括ケア「見える化」システム 将来推計機能 

 

② 第１号通所事業 

（通所型サービス） 

●事業概要 

デイサービスセンターに通い、入浴、排泄、食事等の日常生活上の支援を受け「運 

動機能向上」や「栄養改善」等のサービスを組み合わせて利用し、生活機能の向上 

を図ります。 

●分析及び今後の取り組み 

訪問型サービス同様に平成２９年度に予防通所介護サービスが地域支援事業へ 

移行され、要支援者及び事業対象者に対して通所介護サービスと同様のサービスが 

提供されています。指定事業所は地域密着型通所介護サービスも実施しており、予 

防から介護まで総合的なサービスとして重要であるが、移設・建替えを予定してい 

る特別養護老人ホームと併設しているため、今後、運営団体とサービスについて協 

議します。 

 

２ 地域支援事業の実施 
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●実績及び計画                       (単位：人/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 延人数 ２２８ ２２８ ２２８ １５６ １５６ １５６ 

実 績 延人数 ２０４ １５６ １２０    

実績率 延人数 ８９．５％ ６８．４％ ５２．６％    

［出典］地域包括ケア「見える化」システム 将来推計機能 
 
（運動機能向上教室） 

●事業概要 

障害や疾病、高齢等により運動機能が低下した対象者が、機能訓練を行うこと 

で身体の機能維持・増進を図ります。 

●分析及び今後の取り組み 

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため教室中止等により開催回数が令 

和元年度と令和２年度で減少しています。１回参加人数についても減少傾向にあ 

ります。 

要介護状態を予防する運動の機会として、対象者の把握を行い、事業対象者及 

び要支援程度の認定者の運動機能向上事業を今後も継続します。 

また、理学療法士による訪問リハビリも効果的に行えるよう取り組みます。 

●実績及び計画                      (単位：回・人/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 
(実施回数) 

(延人数) 

４８ 

６２４ 

４８ 

６２４ 

４８ 

６２４ 

４４ 

４４０ 

４４ 

４４０ 

４４ 

４４０ 

実 績 
(実施回数) 

(延人数) 

４６ 

５３３ 

３９ 

４５９ 

３７ 

３５４ 
   

実績率 
(実施回数) 

(延人数) 

９５．８％ 

８５．４％ 

８１．３％ 

７３．６％ 

７７．１％ 

５６．７％ 
   

 
③ 第１号生活支援事業（その他生活支援サービス） 

  ●事業概要 

生活機能低下等の理由で食事調理が困難な高齢者等に対して、定期的に居宅に 

  訪問して栄養のバランスの取れた食事を提供するとともに、利用者の安否確認を 

行う配食サービス事業を平成２９年度から地域支援事業に移行して実施していま 

す。 

●分析及び今後の取り組み 

平成２９年度から調理と配達の業者を分け、令和元年度からは調理業者を２か 

所にしてサービスを提供しており、利用人数、回数は増加傾向にあります。今後 

も配食が必要である高齢者に対して内容を検討しながら実施します。 

●実績及び計画                      (単位：人・回/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 
(利用人数) 

(実施回数) 

１５ 

１，５００ 

１５ 

１，５００ 

１５ 

１，５００ 

１６ 

１，６００ 

１６ 

１，６００ 

１６ 

１，６００ 

実 績 
(利用人数) 

(実施回数) 

９ 

１，３０６ 

１６ 

１，４３１ 

１６ 

１，７００ 
   

実績率 
(利用人数) 

(実施回数) 

６０．０％ 

８７．１％ 

１０６．７％ 

９５．４％ 

１０６．７％ 

１１３．３％ 
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④ 第１号介護予防支援事業（介護予防ケアマネジメント） 

●事業概要 

地域包括支援センターにおいて事業対象者、要支援者等に対する介護予防支援 

業務・介護予防ケアマネジメント業務、相談業務を行います。 

介護予防・生活支援サービス事業のプラン作成など、適正な予防サービスの実 

施を行います。 

●分析及び今後の取り組み 

令和元年度から利用者は減少傾向にあります。対象者の要介護状態を予防する 

ため適切に必要なサービスをアセスメントし評価を行います。 

高齢者の生活状況や支援内容に合わせた介護予防ケアマネジメント業務を適切 

に実施します。 

●実績及び計画                       (単位：人/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 延人数    ４６０ ４６０ ４６０ 

実 績 延人数 ５６３ ４６０ ４６０    

 
(２) 一般介護予防事業 

① 介護予防把握事業 

日常業務における相談業務、地域ケア会議の活用や民生委員からの情報提供な 

ど可能な限りの現状把握を行い、閉じこもりがち等の何らかの支援を要する高齢 

者を把握し、介護予防活動へつなげます。 
 
② 介護予防普及啓発事業 

町広報誌、パンフレット等による介護予防活動の普及・啓発を行い、要支援状 

態の予防を啓発します。 
 
③ 地域介護予防活動支援事業 

一般介護予防業務を担うための住民主体の介護予防活動の支援として、地域サ 

ロンで活躍するボランティアに対して年２回研修を行っています。また、ボラン 

ティア養成事業としてふまねっとサポーターの養成を行っています。 

今後も地域の介護予防事業を担える新たな人材を育成するための研修を行い、 

既存の団体については育成・支援を継続して取り組みを進めます。 
 
④ 一般介護予防事業評価事業 

一般介護予防事業実施後には、一定の期間を経て事業評価を行います。 

実施に当たっては国の指標を基にモニタリングの体制を整備しながら地域包括 

支援センターが中心となり事業達成状況の評価を行います。 
 
⑤ 地域リハビリテーション活動支援事業 

名寄市立総合病院に理学療法士の派遣を年間３０回委託し、訪問を中心に機能 

訓練や生活機能の向上、住宅改修へのアドバイスを行っています。 

今後も介護予防の取組を強化するために、訪問のみならず通所、地域ケア会議、 

ああサービス担当者会議などにリハビリテーション専門職等の関与を促進します。 

 

第４章 サービスの整備 



- 26 - 

(３) 包括的支援事業 

① 総合相談支援事業・権利擁護事業  

相談については介護保険サービスの利用や施設入所、認知症の相談が多い状況 

です。権利擁護事業についても成年後見制度の相談に対する親族への手続き支援 

を行っています。引き続き高齢者が安心して生活できるよう必要な制度やサービ 

スの支援を行います。 

 

② 包括的・継続的ケアマネジメント支援事業 

介護保険サービス事業所等の出席による地域ケア会議を実施し困難事例の検討 

を行っています。また、介護支援専門員からの相談にも適宜対応しています。 

今後も地域ケア会議において定期的な困難事例の検討と介護支援専門員の相談 

に応じ、出された課題については地域ケア会議内で共有し、地域課題として政策 

提案につなげます。 

 

③ 在宅医療・介護連携推進事業 

年２回、医療と介護従事者研修会を開催し、医療と介護従事者の連携や交流を 

図っています。また、広域で名寄市立総合病院との入退院連携の仕組みづくりを 

行い、連携が図られています。美深厚生病院についても同様に連携を行い、退院 

時カンファレンスも実施しています。 

今後も医療と介護の連携を推進し高齢者が住み慣れた地域で安心して生活でき 

るよう連携の強化を行います。 

 

④ 生活支援体制整備事業  

社会福祉協議会に事業委託を行い配置された生活支援コーディネーターが住民 

の困りごとやボランティアに対するニーズの把握を中心に実施しています。介護 

予防・日常生活支援総合事業体制整備推進協議体において、把握された課題につ 

いて検討を行い、新たな生活支援体制整備に向けて協議しています。 

今後も把握したニーズをもとにボランティアによる生活支援サービスの創設に 

向けて引き続き協議を進めます。 

 

⑤ 認知症総合支援事業 

「認知症初期集中支援チーム」を設置し、対象者に対して医療や介護サービス 

利用につなげるようにチームで検討し支援を行っています。今後も支援が必要な 

対象者を把握し早期診断・早期対応に向けた体制整備を進めます。 

認知症の人の居場所づくりや家族支援、認知症の人への理解を深めることを目 

的として「オレンジかふぇ」を月１回開催しています。 

認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で生活で 

きるよう今後も継続して開催します。 

認知症地域支援推進員を配置し、個別のケースに応じて医療機関、介護サービ 

ス事業所をつなぐ連携支援や、認知症の方や家族を支援する相談業務を行います。 

また、介護家族の適切な介護知識・技術やサービスの利用方法等の習得につい 

て支援を行います。 
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(４) 任意事業 

① 介護給付適正化事業 

介護給付を必要とする受給者を適切に認定し、必要とするサービスを事業者が 

適切に提供するよう促すことによりサービスの確保と費用の効率化を図ることが 

できることから国の指針に掲げる主要５事業である「要介護認定の適正化」「ケア 

プランの点検」「住宅改修等の点検」「縦覧点検・医療情報との突合」「介護給付費 

通知」を国民健康保険団体連合会の委託等を活用しながら実施し介護給付等の適 

正化に努めます。 
 

② 家族介護支援事業 

（認知症高齢者見守り事業） 
・認知症サポーター養成事業 

●事業概要 
認知症を正しく理解し、地域で実践することが出来るよう、認知症キャラバン 

メイトにより養成講座を実施し、認知症に対する地域住民の理解を図るための事 
業に取り組んでいます。 

●分析及び今後の取り組み 
認知症キャラバンメイトにより養成講座を実施し、３２１名の認知症サポータ 

ーを養成しました。 
今後は、学校関係や企業、団体等の幅広い対象に養成講座を実施し、認知症に 

対する地域住民の理解を図るための事業を継続して取り組みます。 
 

（家族介護継続支援事業） 

・介護用品支給事業 

●事業概要 

重度の介護を要する高齢者の在宅介護を支援するため、必要な介護用品購入費 

の一部を支給し、家族の経済的負担の軽減を図ります。 

●分析及び今後の取り組み 

支給人数が減少していますが、在宅介護を支援していく事業として必要な事業 

のため継続します。 

●実績及び計画                       (単位：人/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 支給人数 ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

実 績 支給人数 ３ ３ ２    

実績率 支給人数 ６０．０％ ６０．０％ ４０．０％    

 

・寝たきり老人等介護手当支給事業 

●事業概要 

在宅の寝たきり老人等の介護者に対し、介護の労をねぎらい、在宅介護の支援 

を図ります。 

●分析及び今後の取り組み 

支給人数は横ばい傾向にあり要介護３の認定を受けた方を介護している介護者 

の割合が約７割と多くなっています。 

今後も介護用品支給事業とともに、在宅介護を支援する事業として重要である 

ため継続します。 
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●実績及び計画                       (単位：人/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 支給人数 ２５ ２５ ２５ ２６ ２６ ２６ 

実 績 支給人数 ２２ ２９ ２６    

実績率 支給人数 ８８．０％ １１６．０％ １０４．０％    

 

③ 成年後見制度利用支援事業 

認知症等によって判断能力が低下し、財産管理の支援や法律的行為の支援、身 

上監護が必要な場合、成年後見制度を活用することが有効な手段の１つとなりま 

す。 

実態把握を行った上で、権利擁護の観点から支援が必要であると判断した場合、 

高齢者の判断能力や生活状況等を勘案しながら、成年後見制度利用に向けた支援 

を行い、町広報等を活用した普及・啓発も行っています。また、成年後見制度に 

ついて、親族に対しても申立時の支援を行っています。 

今後も、本人または利用手続きを行える親族には、助言・指導等の支援を行う 

  と同時に、利用手続きを行うことができない高齢者についても必要な人が適切に 

制度を利用できるよう支援を行います。 

 

④ 地域自立生活支援事業 

生活機能低下などの理由で食事調理が困難な要介護認定者等に対して、定期的 

に居宅に訪問して栄養のバランスの取れた食事を提供するとともに、利用者の安 

否確認を行う配食サービス事業を平成２９年度から地域支援事業に移行して実施 

しています。 

今後も配食が必要である要介護認定者に対して「第１号生活支援事業」と合わ 

せて内容を検討しながら実施します。 
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Ⅰ 保健サービス 

（１）保健サービス 

① 健康相談・栄養相談 

   ●事業概要 

    心身の健康に関する個別の相談に対し、保健センター、恩根内センタープラ

ザ、出前講座や各種集会時に、健康に関する情報提供や保健指導などを行いま

す。 

   ●分析及び今後の取り組み 

保健センター（週１回）と恩根内センタープラザ（月１回）の定期実施のほ 

か、随時相談対応を実施しています。生活習慣病予防を町民自らが実践してい 

けるよう、気軽に相談を受けられる体制を維持し、最新の健康情報を発信しな 

がら住民の健康管理を支援します。 

   ●実績及び計画                     (単位：回・人/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値（延回数） 

（延人数） 

４２０ 

５５０ 

４２０ 

５５０ 

４２０ 

５５０ 

４００ 

５００ 

４００ 

５００ 

４００ 

５００ 

実  績（延回数） 

（延人数） 

３６６ 

５７３ 

３４４ 

５１３ 

２５０ 

３００ 

 

 

 

 

 

 

実績率（延回数） 

（延人数） 

８７．１％ 

１０４．２％ 

８１．９％ 

９３．３％ 

５９．５％ 

５４．５％ 
   

 

② 健康診査 

   ●事業概要 

 生活習慣病の発症及び重症化予防のため、保健センターや医療機関において 

健康診査を実施しています。 

●分析及び今後の取り組み 

特定健康診査・特定保健指導では、令和元年度の北海道（国保分）受診率 

28.9％、特定保健指導率 36.0％に対し、美深町（国保分）は受診率 49.9％、特 

定保健指導率 65.0％となっています。（国の目標値はともに 60％） 

脳血管疾患や認知症の増加は介護保険認定者を増やすことにつながり、これ 

らの発症リスクは、高血圧・糖尿病等により高まります。 

高血圧・糖尿病等の生活習慣病の有病者・予備群の減少には、内臓脂肪症候 

群（メタボリックシンドローム）の予防が必要です。 

町では２０歳から健診を受けられ早期に生活習慣病予防を行い後期高齢者の 

特定健康診査も継続的に受診できる体制を継続します。 

また、平成３０年度から実施している歯科検診も、歯・口腔状態の改善だけ 

でなく糖尿病のほか心疾患などの悪化予防となります。健診を受けることは、 

健康寿命の延伸の一歩であるため受診者が増えるような取り組みを進めます。 

 

 

 

 

３ 介護保険対象外サービス 
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●実績及び計画                      (単位：人/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計  画 ８５０ ８５０ ８５０ ８００ ８００ ８００ 

実  績 ８２７ ７７２ ６４０    

実績率 ９７．３％ ９０．８％ ７５．３％    

 

  ③ がん検診 

●事業概要 

がんを早期に発見し、早期の治療につなげるため、保健センターで胃・肺・ 

大腸・乳・子宮・前立腺がん等の各種がん検診を実施します。また、乳・子宮 

・大腸がんにおいては、旭川がん検診センター等でも受けられる体制を維持し 

ます。 

●分析及び今後の取り組み 

がんは、早期発見・早期治療をすることで死亡率を下げることができます。 

胃・肺・大腸・前立腺がん検診は、特定健康診査と併せて受けられる体制を 

維持し、乳・子宮・大腸がん検診は医療機関での個別検診も継続します。 

がん検診の中でも胃がん検診は、バリウムによる誤嚥や便秘、検査台の動作

維持困難等の理由や人口減も併せて受診者数が顕著に減っています。 

有効な検診として推奨されているがん検診を町民が受診しやすい体制を継続

しつつ、早期発見・早期治療につながるよう受診率向上の取り組みを進めます。 

●実績及び計画                      (単位：人/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

胃がん 
計画 ４９０ ４９０ ４９０ ２３０ ２３０ ２３０ 

実績 ２９９ ２４９ １９９    

肺がん 
計画 ５８０ ５８０ ５８０ ４５０ ４５０ ４５０ 

実績 ４８８ ４６２ ４３０    

大腸がん 
計画 ４８０ ４８０ ４８０ ４００ ４００ ４００ 

実績 ４２９ ３９５ ３８０    

子宮がん 
計画 １３０ １３０ １３０ １００ １００ １００ 

実績 １００ １０８ ９０    

乳がん 
計画 １４５ １４５ １４５ １３０ １３０ １３０ 

実績 １３９ １２７ １３０    

前立腺 

がん 

計画 １００ １００ １００ １００ １００ １００ 

実績 ９４ １００ ９２    
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④ 健康学習会 

●事業概要 

健康の保持・増進を目的とし、一人ひとりが自分の身体の状態を知り、健康 

的な生活習慣を身につけられるような学習会を実施しています。 

●分析及び今後の取り組み 

生活習慣病予防を中心に自治会にて健康学習会を実施していましたが、令和 

２年度においては、新型コロナウイルス感染症の感染予防のため、集団学習会 

をほとんど実施することができませんでした。 

 介護保険認定の主な原因の一つである脳血管疾患や認知症を予防するために 

は、高血圧、糖尿病等の生活習慣病の重症化予防や歯周病の悪化予防が重要で 

あり、生活習慣病を予防することは介護予防にもつながります。 

 正しい知識の普及により自分の健康管理について継続して実践することがで 

きるよう住民と共に生活習慣病の予防と改善に向けた学習を進めます。 

   ●実績及び計画                     (単位：回・人/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

保健師（延回数） 

計画値（延人数） 

５０ 

４５０ 

５０ 

４５０ 

５０ 

４５０ 

３０ 

４００ 

３０ 

４００ 

３０ 

４００ 

保健師（延回数） 

実  績（延人数） 

２６ 

６８０ 

１７ 

２７１ 

４ 

３４ 
   

保健師（延回数） 

実績率（延人数） 

５２．０％ 

１５１．１％ 

３４．０％ 

６０．２％ 

８．０％ 

７．６％ 
   

栄養士（延回数） 

計画値（延人数） 

２５ 

２００ 

２５ 

２００ 

２５ 

２００ 

２０ 

２００ 

２０ 

２００ 

２０ 

２００ 

栄養士（延回数） 

実  績（延人数） 

２５ 

４１９ 

２３ 

３４５ 

０ 

０ 
   

栄養士（延回数） 

実績率（延人数） 

１００．０％ 

２０９．５％ 

９２．０％ 

１７２．５％ 

０．０％ 

０．０％ 
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⑤ 訪問指導 

   ●事業概要 

心身機能の低下防止と健康の保持増進を図るため、保健師及び栄養士による 

   指導を個別訪問にて実施しています。 

●分析及び今後の取り組み 

生活習慣病予防に視点を置いて課題を整理し、優先順位を決めて効率的に訪 

問してきました。 

 また、包括支援センターから依頼を受け、低栄養やフレイル予防に向けた栄 

養改善のための栄養士の訪問も増加しています。 

 今後も対象者の実態に合わせて訪問活動を実施します。特に、糖尿病性腎症 

による新規透析者の減少及び虚血性疾患による重症化予防に重点を置き、優先 

順位を決めて効率的に実施します。 

   ●実績及び計画                      (単位：人/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

保健師 

計画値 
（延人数） １７０ １７０ １７０ １００ １００ １００ 

保健師 

実 績 
（延人数） ２６３ ２１９ １１０    

保健師 

実績率 
（延人数） １５４．７％ １２８．８％ ６４．７％    

栄養士 

計画値 
（延人数） １５０ １５０ １５０ １００ １００ １００ 

栄養士 

実 績 
（延人数） ７７ ８１ １００    

栄養士 

実積率 
（延人数） ５１．３％ ５４．０％ ６６．７％    

 

⑥ 歯周疾患予防 

あ●事業概要 

ああ健康増進事業の歯周疾患検診として、平成 30年度から 40、50、60、70歳を 

対象に歯科検診を実施しています。 

●分析及び今後の取り組み 

歯周疾患検診の受診者が少ないため、歯周疾患予防の重要性について健康学 

習会など様々な場面を活用し歯周疾患検診の勧奨を図ります。 

●実績及び計画                      (単位：人/年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ 

実 績 ２０ １０ ５    

実績率 １００．０％ ５０．０％ ２５．０％    
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⑦ 予防接種事業 

●事業概要 

予防接種の目的である伝染のおそれがある疾病の発症と重症化の予防をする

ために、美深厚生病院等の医療機関で高齢者の予防接種を実施しています。 

●分析及び今後の取り組み 

インフルエンザについては、美深厚生病院等の医療機関で毎年接種すること 

が可能ですが、令和３年度からは町内の医療機関が１ヶ所になるため、新たな 

医療機関でも接種できるよう検討します。 

高齢者肺炎球菌については、５年に１回の接種のため、接種時期を逃さずに 

予防接種が受けられるよう周知します。 

●実績及び計画  

（インフルエンザ予防接種）                  (単位：人/年) 

 

 

 

 

 

 

 

（高齢者肺炎球菌予防接種）                   (単位：人/年) 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施について 

ああ高齢者の心身の多様な課題に対応し、きめ細やかな支援を行うため、後期高 

 齢者の保健事業について、介護保険の地域支援事業や国民健康保険の保健事業 

 と一体的に実施します。 

  保健師、栄養士による低栄養・重症化予防等の保健指導を実施し、高齢者の 

 健康増進に向け事業を進めます。 

 

 

区 分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 ８００ ８００ ８００ ９００ ９００ ９００ 

実 績 ７８４ ８２３ ９９２    

実績率 ９８．０％ １０２．９％ １２４．０％    

区 分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 ８０ ２０ ２０ ２０ ２０ ２０ 

実 績 ７２ １９ １５    

実績率 ９０．０％ ９５．０％ ７５．０％    
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Ⅱ 福祉サービス 

（１）高齢者福祉サービス（施設サービス） 

① 養護老人ホーム 

  ●事業概要 

原則として６５歳以上の方で、環境上の理由及び経済的理由により居宅におい 

て養護を受けることが困難な方を老人福祉法に基づき措置しています。町内には 

整備されてないため、他市町村の施設へ入所措置を行っています。 

  ●分析及び今後の取り組み 

入所措置者は大きな変更はありませんが、環境上または経済的な理由から、今 

後も入所措置の必要な高齢者の散発的な発生が考えられます。相談体制の確保と 

適切な措置の実施を図ります。 

●実績及び計画                       (単位：人/年) 
区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 ４ ４ ４ ２ ２ ２ 

実 績 １ １ ２    

実績率 ２５．０％ ２５．０％ ５０．０％    

 

② ケアハウス 

  ●事業概要 

町内に１箇所・定員５０名の施設が民間法人において整備されています。 

  ●分析及び今後の取り組み 

当面入居者が介護を要する場合の対応は、外部の介護サービス活用が図られ、 

特定施設入居者生活介護の実施は計画されていません。 

 

（２）その他保健福祉サービス 

① 外出支援サービス事業 

●事業概要 

車椅子で生活している方など公共交通手段で外出が困難な方を対象に、リフト 

付車両により医療機関への通院やサービス提供施設等までの送迎を行い、定期的 

な外出機会の確保を図ります。 

●分析及び今後の取り組み 

在宅介護を推進する中では必要なサービスであり、利用者数や利用回数の推移 

を見定めながら運行体制の確保に努めます。 

●実績及び計画                     (単位：人・回/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値（利用人数） 

（実施回数） 

１５ 

４０ 

１５ 

４０ 

１５ 

４０ 

１５ 

４０ 

１５ 

４０ 

１５ 

４０ 

実  績（利用人数） 

（実施回数） 

１３ 

３９ 

１３ 

６１ 

１２ 

３５ 
   

実績率（人数対比） 

（回数対比） 

８６．７％ 

９７．５％ 

８６．７％ 

１５２．５％ 

８０．０％ 

８７．５％ 
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② 除雪サービス事業 

 ●事業概要 

高齢者や身障者等の世帯で、身体状況及び扶養義務者の援助を受けることがで 

きない等の理由が認められる世帯を対象に、屋根窓・玄関先等の除雪を行います。 

 ●分析及び今後の取り組み 

要援護者数は横ばいとなっていますが、在宅生活を推進する上で冬期間の除雪 

作業は切実な問題であり、地域的にもニーズは多くあります。今後も除雪体制の 

確保に努めます。 

  ●実績及び計画                      (単位：世帯/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値 １２０ １２０ １２０ １１０ １１０ １１０ 

実  績 １１２ １０４ ９９    

実績率 ９３．３％ ８６．７％ ８２．５％    

 

③ 住宅改修指導事業 

  ●事業概要 

介護保険制度の住宅改修費申請などに際して、随時適切な助言を行える体制を 

図り、要介護者等が安心した生活を営むことができるよう援助します。 

●分析及び今後の取り組み 

要介護者等が在宅生活を継続する上で、環境を整備する住宅改修は重要な要素 

であり、今後も適切な相談・助言が行えるよう関係機関、関係職員の連携を強化 

します。 

 

④ 要介護者等生活支援短期宿泊事業 

  ●事業概要 

介護保険給付対象者（要支援・要介護者）が、介護保険において利用限度額を 

超えて短期入所生活介護事業を必要とする場合に、その必要なサービスを提供し、 

介護者の経済的・身体的負担の軽減を図ります。 

  ●分析及び今後の取り組み 

利用実績は計画より少なくなっていますが、要支援・要介護者の在宅生活、在 

宅介護の継続に果たす役割は大きいと考えます。 

要支援・要介護者を介護している家族の入院治療の場合や、介護を行う家族の 

負担軽減など、在宅介護を行う上で止むを得ず介護保険制度の利用限度を超える 

場合に支援を行うため、今後も有効活用を図ります。 

●実績及び計画                     (単位：人・回/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値（利用人数） 

（実施回数） 

１２ 

１８０ 

１２ 

１８０ 

１２ 

１８０ 

１０ 

３０ 

１０ 

３０ 

１０ 

３０ 

実  績（利用人数） 

（実施回数） 

５ 

１４ 

１０ 

１３ 

５ 

１０ 
   

実績率（人数対比） 

（回数対比） 

４１．７％ 

７．８％ 

８３．３％ 

７．２％ 

４１．７％ 

５．６％ 
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⑤ 要介護者等移送サービス事業 

  ●事業概要 

病弱・身体障害等のために歩行が困難で、公共交通機関を利用できない高齢者 

または重度身体障害者並びに人工透析療養受療者に対して移送のサービスを行う 

ことにより、要介護者等の保健・医療・福祉の向上を図ります。 

●分析及び今後の取り組み 

歩行に不自由がある高齢者を対象としており、必要な通院、老人クラブなどの 

  社会参加活動等に利用されていることから、利用者数や利用回数の推移を見定め 

ながら実施します。 

●実績及び計画                     (単位：人・回/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値（利用人数） 

（実施回数） 

４５ 

５８０ 

４５ 

５８０ 

４５ 

５８０ 

４５ 

７８０ 

４５ 

７８０ 

４５ 

７８０ 

実  績（利用人数） 

（実施回数） 

５３ 

７５４ 

３８ 

６８８ 

４０ 

８３０ 
   

実績率（人数対比） 

（回数対比） 

１１７．８％ 

１３０．０％ 

８４．４％ 

１１８．６％ 

８８．９％ 

１４３．１％ 
   

 

⑥ 緊急通報装置設置事業 

  ●事業概要 

ひとり暮らしの高齢者や重度身体障害者等で、緊急時に機敏に行動することが 

困難な方等の世帯に緊急通報装置を設置し、生活不安の解消や人命の安全確保を 

図ります。 

●分析及び今後の取り組み 

日常生活の安心確保等、在宅生活を推進していく上で必要性は高く、高齢者の 

  単身世帯の増などにより、今後必要世帯は増加することが予想されることから、 

今後も消防署と連携し実施します。 

また、端末機器等が更新時期を迎えるため、機器の選定や民間委託を含め検討 

  を進めます。 

●実績及び計画                      (単位：世帯/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値（設置数） ８０ ８０ ８０ ８０ ８０ ８０ 

実  績（設置数） ６４ ６１ ５４    

実績率(設置数) ８０．０％ ７６．３％ ６７．５％    

 

⑦ 高齢者バス料金助成事業 

あ●事業概要 

美深町内の区域を運行する路線バスを利用する７０歳以上の高齢者に「高齢者 

敬老バス乗車証」を発行することにより、積極的な社会参加の促進と健康の維持・ 

増進を図ります。 

●分析及び今後の取り組み 

高齢者の社会参加や地域活動、健康保持等の効果は高いことから、今後も積極 

的活用に向けてＰＲを行います。 
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●実績及び計画                      (単位：件数/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値（交付件数） ３００ ３００ ３００ ２００ ２００ ２００ 

実  績（交付件数） １８４ １６６ １６０    

実績率(交付件数) ６１．３％ ５５．３％ ５３．３％    

 

⑧ 高齢者温泉利用助成事業 

●事業概要 

７０歳以上の高齢者が「びふか温泉」を利用する際に入館料を助成し、健康増 

進と外出機会の確保を図ります。 

●分析及び今後の取り組み 

高齢者バス料金助成事業との相乗効果により、高齢者の外出機会、健康保持等 

に効果は高いと考えられ、引き続き積極的活用に向けてＰＲを行います。 

●実績及び計画                       (単位：人/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値（利用人数） 10,000 10,000 10,000 8,000 8,000 8,000 

実  績（利用人数） 6,765 11,023 5,000    

実績率(利用人数) ６７．７％ １１０．２％ ５０．０    

 

⑨ 要介護者等入浴サービス事業 

あ●事業概要 

ああ介護保険給付対象者（要支援、要介護者）が、自宅等での入浴が困難な場合に、 

あデイサービスセンターの設備を利用し、介護ヘルパーの介助によりサービスを提 

あ供することで、保健衛生並びに福祉の向上を図ります。 

●分析及び今後の取り組み 

利用実績は少ないですが、自宅等での入浴が困難な方を対象としており、対象 

者及び家族等の保健衛生の向上に効果は高いと考えられることから、有効な活用 

を図れるよう体制整備に努めます。 

●実績及び計画                       (単位：回/年) 

区  分 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

計画値（利用回数） ２４ ２４ ２４ ８ ８ ８ 

実  績（利用回数） ０ ３ ０    

実績率(利用回数) ０％ １２．５％ ０％    
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⑩ 老人クラブ 

  ●事業概要 

老後の生活を健全で豊かなものにし、自らの生きがいを高めるための組織とし 

て、さまざまな活動を行っています。 

●分析及び今後の取り組み 

老人クラブ活動を通し、高齢者相互の親睦や交流に加え、地域の高齢者自身に 

よる健康保持・介護予防活動や相互援助活動・社会参加活動などに期待し、積極 

的な支援を行います。 

 

⑪ シルバー人材センター 

  ●事業概要 

高齢者の生きがいづくり、社会参加や健康保持等に加え、就労促進が図られて 

います。 

  ●分析及び今後の取り組み 

高齢者の生きがい活動や社会参加により健康保持、介護予防の面で効果が高い 

と考えられ、元気な高齢者の増加につながることを期待し、今後も支援を行いま 

す。 

 

⑫ ＣＯＭカレッジ１１０美深大学 

  ●事業概要 

高齢者の生きがいや充実した生活を送るため、健康の保持増進に努めるととも 

に、学習活動・社会貢献活動など様々な活動を行っています。 

●分析及び今後の取り組み 

高齢者自身が自ら取り組む学習活動や社会参加活動は、生きがいを高め、まち 

づくりにおいてもその役割は大きいものがあります。 

今後においても健康で文化的な生活に寄与するため、学習活動・社会貢献活動 

のほか世代間交流や活動の発表の場を設けるなど積極的な活動が期待されます。 

 

⑬ ほっとプラザ☆スマイル 

あ●事業概要 

地域住民の連帯意識を高め、コミュニティ活動及び高齢者の生きがいづくりの 

場を提供します。 

●分析及び今後の取り組み 

あ老人クラブ活動や高齢者のくつろぎの場として活用されています。 

高齢者の生きがいづくりが社会参加や健康保持の推進につながり、元気な高齢 

ああ者が増加することを期待し、今後も適正な管理、運営に努めます。 

 

⑭ 地域支え合い体制の整備 

ああ地域での人間関係の希薄化などから、「孤独死」といった問題が出ている中、高 

あ齢者が住み慣れた地域で安心して生活できるよう地域支え合い体制づくりが必要 

あとなっています。行政だけでなく、関係機関や地域との連携・協力により高齢者 

あの見守り体制の整備を進めます。 
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 高齢者が地域で生きがいをもって生活できるための支援体制を築くことが大切であ

り、そのためには高齢者が抱える各課題に対し、総合的な相談や必要な情報を的確に

伝え、安心して暮らすことができる地域づくりが不可欠です。 

 

(１) 地域包括支援センター等における相談体制 

   高齢者保健福祉施策の調整機関として、介護や介護予防などに関する総合相談

や町内関係機関との連携体制構築（地域ケア会議の運営）等により、高齢者に関

する各種相談に対し、保健・医療・福祉・介護等必要とする各分野の横断的、総

合的な協議体制を構築します。 

また、慢性疾患を有する要介護高齢者や認知症高齢者が増加することを踏まえ、

医療と介護の連携や認知症施策を推進し、高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けら

れるための課題解決に向け、民生委員等との連携を図りながら高齢者保健福祉施策

の推進を図ります。 

 

(２) サービス情報提供と広報体制 

   国等の情報の把握に努め、本町の高齢者人口の推移やサービス実績等を検証し、

必要なサービスの確保とあわせ適切な利用が図られるよう、町広報誌やホームペ

ージ、個別への周知、関係サービス機関を通じた周知で的確な情報を適時に提供

します。 

 

(３) 苦情処理 

   各種サービスに関する相談や課題、問題等の苦情については保健福祉課に受付

窓口を設置します。 

苦情に対しては、各サービス事業者等からの情報提供を受けるなど実態の把握

と相互の調整はもとより、北海道上川総合振興局や北海道国民健康保険団体連合

会との連携を図る中で対応に努めます。 
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(１) サービス給付費の推計                （単位：千円） 

介護 予防 介護 予防 介護 予防

訪問介護 81,123 - 81,123 - 81,123 -

訪問看護（介護予防） 7,376 2,176 7,376 2,176 7,376 2,176

訪問リハビリテーション（介護予防） 1,870 1,001 1,870 1,001 1,870 1,001

居宅療養管理指導（介護予防） 639 174 639 174 639 174

通所介護 158 - 158 - 158 -

通所リハビリテーション（介護予防） 225 0 225 0 225 0

短期入所生活介護（介護予防） 7,075 150 7,075 150 7,075 150

福祉用具貸与（介護予防） 6,145 901 6,055 901 6,055 901

特定福祉用具購入費（介護予防） 274 282 274 282 274 282

住宅改修（介護予防） 986 977 986 977 986 977
特定施設入居者生活介護（介護予防） 10,090 2,415 10,090 2,415 10,090 2,415

小　　計 Ａ 115,961 8,076 115,871 8,076 115,871 8,076

認知症対応型通所介護（介護予防） 22,008 0 22,008 0 22,008 0
小規模多機能型居宅介護（介護予防） 36,410 1,901 36,410 1,901 36,410 1,901
認知症対応型共同生活介護（介護予防） 111,433 0 116,681 0 121,903 0

地域密着型通所介護 10,629 - 10,629 - 10,629 -

小　　計 Ｂ 180,480 1,901 185,728 1,901 190,950 1,901

居宅介護（介護予防）支援 17,424 1,282 17,424 1,282 17,575 1,282

小　　計 Ｃ 17,424 1,282 17,424 1,282 17,575 1,282

Ｄ 313,865 11,259 319,023 11,259 324,396 11,259

介護老人福祉施設 163,900 - 163,900 - 163,900 -

介護老人保健施設 10,869 - 10,869 - 10,869 -

小　　計 Ｅ 174,769 - 174,769 - 174,769 -

Ｆ 488,634 11,259 493,792 11,259 499,165 11,259

Ｇ

H

I

Ｊ

Ｋ

高額介護サービス費

高額医療合算介護サービス費

審査支払手数料

標準給付費見込額（Ｆ＋Ｇ＋Ｈ＋Ｉ＋Ｊ）

10,000 10,000 10,000

531,111 536,269

900

318

541,648

900

318

900

324

20,000 20,000

令和３年度

20,000

居
宅

（
介
護
予
防

）
サ
ー

ビ
ス

地
域
密
着
型

(

介
護

予
防

)

サ
ー

ビ
ス

そ
の
他

施
設
サ
ー

ビ
ス

合　　計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

合計（Ｄ＋Ｅ）

令和４年度 令和５年度

特定入所者介護サービス費

介 護 （ 予 防 ） 給 付
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(２) 保険料基準額の算出 

① 標準給付費                       （単位：千円） 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 合計 

標準給付費見込額 

Ａ 
５３１，１１１ ５３６，２６９ ５４１，６４８ １，６０９，０２８ 

 

② 地域支援事業費                     （単位：千円） 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 合計 

地域支援事業費 

Ｂ 
３３，２９９ ３３，２９９ ３３，２９９ ９９，８９７ 

  

第１号被保険者負担分相当額 Ｃ ＝（A＋B）×２３％ 

                 ＝ ３９３，０５３千円 

 

③ 調整交付金見込み額                   （単位：千円） 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 合計 

調整交付金相当額 

Ｄ 
２７，１１８ ２７，３７６ ２７，６４５ ８２，１３９ 

調整交付金見込額 

Ｅ 
５６，８３９ ５７，０５１ ５７，８３３ １７１，７２３ 

   ※交付金上乗せ額 (E-D)Ｆ         ８９，５８４千円 

 

④ 財政安定化基金等                    （単位：千円） 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 合計 

財政安定化基金拠出金見込額 

Ｇ 
       ０ 

財政安定化基金拠出率 ０．００％ 

保険料収納必要額  

Ｃ-Ｆ+Ｇ 
   ３０３，４６９ 
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⑤ 第１号被保険者数 

区     分 
所得段階別加入者数 

令和３年度 令和４年度 令和５年度 

第１段階 ３５２人  ３４６人  ３３９人  

第２段階 ２３９人  ２３５人  ２３１人  

第３段階 ２０８人  ２０５人  ２０１人  

第４段階 １６２人  １５９人  １５６人  

第５段階 ２０７人  ２０３人  ２００人  

第６段階 ２２７人  ２２４人  ２２０人  

第７段階 １６０人  １５８人  １５５人  

第８段階 ８３人  ８１人  ８０人  

第９段階 ８４人  ８３人  ８２人  

計 １，７２２人  １，６９４人  １，６６４人  

所得段階別加入割合補正後被保険者数 １，６１２人  １，５８６人  １，５５９人  

 

⑥ 第１号被保険者保険料基準額               （単位：千円） 

保険料収納必要額 ３０３，４６９ 

財政安定化基金交付額 ０ 

                  

保険料 
月額 ５，３７０円 

年額         ６４，４４０円 

＊保険料は介護給付費準備基金を取り崩さない場合の保険料基準額です。 

 

⑦ 介護給付費準備基金取り崩しによる介護保険料の抑制 

   第８期計画において、保険料率増加抑制のため、準備基金を活用し保険料基準

額を軽減します。 

                                      （単位：千円） 

保険料収納必要額 ３０３，４６９ 

準備基金取崩額 ４９，０００ 

基金取崩後保険料収納必要額 ２５４，４６９ 

 

 軽減額 軽減後保険料 

保険料（月額） ８７０円 ４，５００円 

 

令和３年度～令和５年度の｢基準額｣を下記のとおり設定します。 

   基 準 額    （月額） ４，５００円（前年同額） 

            （年額）５４，０００円（前年同額） 
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⑧ 各段階別の年間介護保険料 

  第１号被保険者における保険料段階は９段階とし、前記⑦による抑制措置後の

保険料は下記のとおりです。 

段階 所得区分 
保険料 

算出方法 

保険料額 

年額 

（月額） 

第１段階 

・生活保護受給者 

・世帯全員が町民税非課税者で老齢年金受給者 

・世帯全員が住民税非課税者で課税年金収入額 

と合計所得金額の合計が８０万円以下の方 

基準額×0.50 
27,000円 

（2,250円） 

軽減予定 

基準額×0.30 

16,200円 

（1,350円） 

第２段階 

・世帯全員が住民税非課税者で課税年金収入額 

と合計所得金額の合計が８０万円以上１２０ 

万円以下の方 

基準額×0.75 
40,500円 

（3,375円） 

軽減予定 

基準額×0.50 

27,000円 

（2,250円） 

第３段階 
・世帯全員が住民税非課税者で第２段階対象者 

以外の方 

基準額×0.75 
40,500円 

（3,375円） 

軽減予定 

基準額×0.70 

37,800円 

（3,150円） 

第４段階 

・世帯の誰かに住民税が課税されているが、本 

人が住民税非課税者で課税年金収入額と合計 

所得金額の合計が８０万円以下の方 

基準額×0.90 
48,600円 

（4,050円） 

第５段階 
・世帯の誰かに住民税が課税されているが、本 

人が住民税非課税者で第４段階以外の方 
基準額 

54,000円 

（4,500円） 

第６段階 
・本人が住民税課税者で、前年の合計所得金額 

が１２０万円未満の方 
基準額×1.20 

64,800円 

（5,400円） 

第７段階 
・本人が住民税課税者で、前年の合計所得金額 

が２１０万円未満の方 
基準額×1.30 

70,200円 

（5,850円） 

第８段階 
・本人が住民税課税者で、前年の合計所得金額 

が２１０万円以上の方 
基準額×1.50 

81,000円 

（6,750円） 

第９段階 
・本人が住民税課税者で、前年の合計所得金額 

が３２０万円以上の方 
基準額×1.70 

91,800円 

（7,650円） 

※第１段階から第３段階の介護保険料については、消費税率引き上げに伴う軽減が引き続き実

施される予定となっており、法改正に基づき条例改正を実施する予定。 
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（１）サービス給付費の推計 

国は第８期介護保険事業計画において、令和７年（２０２５年）に向けた事業を

推計し、戦略的な取組を行うことを推奨しています。 

美深町における令和７年度、令和１２年度に向けた介護保険事業計画のサービス

給付費については、次のとおり推計します。 

（単位：千円） 

介護 予防 介護 予防

訪問介護 81,123 - 78,825 -
訪問看護（介護予防） 7,376 2,176 7,376 2,176
訪問リハビリテーション（介護予防） 1,870 1,001 1,870 1,001
居宅療養管理指導（介護予防） 639 174 639 174
通所介護 158 - 158 -
通所リハビリテーション（介護予防） 225 0 225 0
短期入所生活介護（介護予防） 7,075 150 7,075 150
福祉用具貸与（介護予防） 6,002 945 5,811 945
特定福祉用具購入費（介護予防） 274 282 274 282
住宅改修費（介護予防） 986 977 986 977
特定施設入居者生活介護（介護予防） 10,090 2,415 10,090 2,415

小　　計 Ａ 115,818 8,120 113,329 8,120
認知症対応型通所介護（介護予防） 20,573 0 20,573 0
小規模多機能型居宅介護（介護予防） 36,410 1,901 36,410 1,901
認知症対応型共同生活介護（介護予防） 121,903 0 121,903 0
地域密着型通所介護 10,629 0 10,629 0

小　　計 Ｂ 189,515 1,901 189,515 1,901
居宅介護（介護予防）支援 17,659 1,334 17,003 1,334

小　　計 Ｃ 17,659 1,334 17,003 1,334
Ｄ 322,992 11,355 319,847 11,355

介護老人福祉施設 163,900 - 163,900 -
介護老人保健施設 10,869 - 10,869 -

小　　計 Ｅ 174,769 - 174,769 -
Ｆ 497,761 11,355 494,616 11,355
Ｇ

H

I

Ｊ

Ｋ

高額介護サービス費 9,500 9,500

539,846 536,693

高額医療合算介護サービス費

審査支払手数料

標準給付費見込額（Ｆ＋Ｇ＋Ｈ＋Ｉ＋Ｊ）

900
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合計（Ｄ＋Ｅ）
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特定入所者介護サービス費

介 護 （ 予 防 ） 給 付
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（２）保険料基準額の算出 

美深町における令和７年度、令和１２年度の保険料（推計見込み）は次のとおり

です。 

令和７年度     ５，６２６円（月額）推計見込み 

             ６７，５１２円（年額）推計見込み 

 

令和１２年度    ６，５４０円（月額）推計見込み 

             ７８，４８０円（年額）推計見込み 

 

（３）令和７年度、令和１２年度の第１号被保険者数（推計） 

区     分 

所得段階別加入者数 

令和７年度 令和１２年度 

第１段階 ３２８人   ３０１人   

第２段階 ２２４人   ２０５人   

第３段階 １９５人   １７８人   

第４段階 １５１人   １３８人   

第５段階 １９３人   １７７人   

第６段階 ２１２人   １９５人   

第７段階 １５０人   １３７人   

第８段階 ７７人   ７１人   

第９段階 ７９人   ７２人   

計 １，６０９人   １，４７４人   

所得段階別加入割合補正後被保険者数 １，５０６人   １，３８０人   
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